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研究成果の概要（和文）：　本研究における主となる成果は2点あり，1点目が腰痛者における脊柱近傍の骨格筋
の血流循環動態を明らかにした点である．腰部および頸部の脊柱近傍の骨格筋は前屈みになると血流が低下し，
腰反りになると増加することが示された．加齢等により腰が曲がり，腰痛を患っている場合，腰背部筋の筋血流
が低下してしまっている可能性が示唆された．
　2点目は上記結果を踏まえた運動療法プログラムの有用性を証明できた点である．腰曲がりの腰痛患者に血流
改善を主とした運動プログラムを実施したところ，手術適応レベルの変形にも関わらず53名のうち7割以上に腰
痛軽減を認め，血流改善運動の有用性を認めた．

研究成果の概要（英文）：　The first is the clarification of the blood flow and circulation dynamics 
of skeletal muscles near the spinal column in persons with low back pain. Blood flow in skeletal 
muscles near the spinal column in the lumbar and cervical regions was shown to decrease with forward
 bending and increase with recumbency. The results suggest that the blood flow to the lumbar back 
muscles may be decreased in patients with low back pain due to bending over due to aging or other 
factors.
　Second, we were able to prove the usefulness of the exercise therapy program based on the above 
results. When an exercise program mainly for improving blood flow was implemented in patients with 
lumbar back pain, more than 70% of the 53 patients showed a reduction in back pain despite deformity
 at the level of surgical indication, indicating the usefulness of the exercise program for 
improving blood flow.

研究分野：慢性腰痛　脊柱変形　運動療法

キーワード： 脊柱変形　腰部多裂筋　慢性腰痛　病態　血流循環動態　運動療法

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまで，腰痛の原因究明は多方面から行われてきたが，腰曲がりの腰痛者に生じている腰痛の原因究明はほ
とんどされてこなかった．90年代後半に脊柱管狭窄症の一症状である間欠性破行に腰背部筋の血流循環が関与す
るとの報告がされた程度であった．腰曲がりの腰痛患者に対する運動療法を実施する中で，改めて腰背部筋の筋
血流の改善が症状軽減に影響するのではないかとの印象を経験し，それを明らかにしたのが本研究となる．
　全ての腰曲がり患者に対して腰痛軽減を確認することはできなかったが，対象とした7割に腰痛だけでなく痺
れ症状も軽減することができ，腰痛治療の発展に大きく寄与できる結果が得られたと考えている．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
腰痛は生涯に一度は経験し、国民の大半が自覚するとされており、腰痛の生涯発症率は 50〜

80%(Hart LG、1995)とされている。医学の進歩した現代においてもなお、自覚症状の訴えで特
に多いのが腰痛であり、有訴率は男性が 1位、女性では 2位となっている。  
 自覚症状として多い腰痛であるが、確定診断が困難な側面もあり、多くは原因不明のいわゆる
非特異的腰痛とされている。近年では心理社会的要因(ネガティブ思考や精神的ストレスなど)の
影響も報告(菊池、2003)されているが、物理的な要因が主との報告(Billius E、2016)もある。非
特異的腰痛の主たる原因組織と考えられているのが筋筋膜組織である。筋筋膜性腰痛は、非特異
的腰痛の 80%以上を占めるとされており、近年では筋組織に対する関心が非常に高くなってき
ている。これまでの報告では、非特異的腰痛者は背筋の筋力低下が著しく(Hee、2013)、持久力
も低下(Nicolaisen、1985)しており、腰痛には筋内圧が関連している(紺野、1994)と報告されて
いる。また、腰痛を有する場合、圧痛(押した時に生じる痛み)と筋硬度には関連性があり(松谷、
2008)、筋痛が生じる病態には、血流障害による疼痛発生機序の可能性が報告されている(Field 
HL、1994)。 
 筋筋膜性腰痛と考えられる患者の多くは、長時間の立位前傾時に腰部違和感を訴える。これら
の症状が職場や家庭内における作業に影響し、Quality of Life(QOL)の低下を招いていると考え
られる。これらの訴えと先行研究の結果を統合すると、以下のような仮説が成立する。長時間の
立位前傾位をとることによって、腰部筋群は持続的な収縮を強いられる。さらに前傾位が続くこ
とによって、筋は硬くなり、徐々に筋血流が阻害され、発痛物質の蓄積、疼痛発生へと進行して
いくものと考えられる。しかし、立位前傾持続時間と自覚症状(腰痛)の発生、筋血流、筋硬度、
および筋活動の関連性について検証した報告はなく、これらのことが明らかになれば、臨床応用
として十分に活用できると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の最終的な目標は筋筋膜性腰痛と考えられる腰痛患者の病態に基づく効果的な運動プ
ログラムを構築することであり，そのための基礎データを得ることを主たる目的とした。 
 そのための段階的な目標は以下の通りである．①超音波診断装置を用いた計測による腰部多
裂筋の適切な同定位置を明らかにすること②立位時における腰部多裂筋の筋血流を健常者と腰
痛者で比較し、相違を明らかにすること③①と②の結果より導き出した運動プログラムの有用
性を検証することとした。 
 
３．研究の方法 
１）超音波診断装置による腰部多裂筋の適切な同定位置の特定． 
  超音波診断装置を用いて腰部多裂筋の適切な同定位置を検討した。対象者は健常学生 14 名
とした。教本と照らし合わせながら、腰部多裂筋の解剖学的な位置関係を検証した。 
 
２）立位時における腰部多裂筋の筋血流について。 
  20 名（腰痛者 10 名，健常者 10 名）を対象に、立位姿勢および体幹前屈・後屈動作を課題
とし、同動作中における腰部多裂筋の筋血流変化を検証した。 
 
３）慢性腰痛患者に対する運動プログラムの有用性について． 
  慢性腰痛と診断された脊柱変形患者 53 名を対象に 3 ヵ月間の運動療法プログラムを作成
し、その有用性を検証した。 
 
４．研究成果 
１）超音波診断装置による腰部多裂筋の適切な同定位置の特定． 
  棘突起から腰部多裂筋内側筋膜までの距離はL2レベル4.4±3.3mm、L3レベル9.3±4.3mm、
L4 レベル 14.4±3.9m、L5 レベル 25.1±8.0mm であった。性差が最も顕著だったのが PSIS レベ
ルであり、男性 45.2±8.6mm、女性 30.1±15.2mm で有意差を認めた（p<0.05）。 
 
２）立位時における腰部多裂筋の筋血流について。 
  立位姿勢から体幹前屈動作をすると腰部多裂筋の筋血流量は減少し、後屈運動で増加する
ことを確認した。また、同動作を 30 秒間保持までの経時的変化も確認したところ時間経過に伴
い筋前屈保持で血流量は徐々に低下し（p<0.01）、後屈動作で増加（p<0.01）していった。 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）慢性腰痛患者に対する運動プログラムの有用性について． 
  3 ヵ月間の運動療法プログラムを終了した 57 名から除外基準やドロップアウト例を除き、
53 名を対象とした。運動療法プログラムは主として骨格筋の筋血流改善を目的に実施し、股関
節周囲および腰背部筋群を中心に実施した。結果、腰痛 VAS および生活の質（Qualtiy of life：
QOL），歩行能力の有意な改善を認めた。これらの結果から筋血流改善のための運動プログラムの
一定の有用性を確認した。 
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